
事業内容
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

事業費
（千円）

1 JWLI Bootcamp ISHINOMAKI
各日でセッションを行い、最終日にはベンチャーカフェ東京で発
表を行う権利を獲得をかけたプレゼンを行う

2019年6月14～16日 石巻市内のやっぺすホール1
全国から参加者を公募(応募
数非公開)
当事業への参加者：8人

2
育児中の母親と地域社会の絆
をつなぐインターンシップ事業

石巻市及びその周辺の市町村に住む女性に対し、NPO等での
活動体験を通し、地域課題解決へ向けたアイディアを企画する
体験型連続プログラムを行う。

平成31年5月11日か
ら令和２年3月31日
まで

石巻市内 3

石巻市及び周辺の市町村在
住の子育て中の女性と震災
後起業または活動をはじめ
た女性

3
子育て女性就労支援拠点事

業
石巻市及びその周辺の市町村に住む女性に対し、就労相
談や就労支援講座、合同就職説明会を行う。

平成31年4月1日か
ら令和２年2月28日
まで

石巻市内 3
石巻市及び周辺の市町村在
住の子育て中の女性

4
復興まちづくりにおける男女の
意識調査事業

石巻地域の子育て世代の女性、男性の実態調査、意識調
査をアンケート、男女のホンネトークカフェを開催し、調査す
る。そこから抽出したニーズをもとに、男女共同参画社会形
成における専門家と男性向け事業の立案、講座の企画を
おこない実施する。

平成31年4月1日か
ら令和2年1月31日
まで

石巻市、東松島市、
女川町

1
石巻市及び周辺の市町村在
住の子育て世代の男女

ストレス
を抱え
る女性
の自己
回復能
力向上
のため
の人材

5
ストレスを抱える女性の自己
回復能力向上のための人材
育成事業

石巻市及びその周辺の市町村に住む女性。または女性の
ためのパーソナル認定コーチ養成講座やメンタルヘルス、
レジリエンス入門講座を行う。

通年(前期からの継
続事業)
(開講期間は2019年
4月～2020年3月）

石巻市内の会場 3

地域で女性の癒し・ヘルスケ
アを主に活動している女性や
子育てサークルを主宰する
女性

2,820

ママ子
ども支
援事業

6
コミュニティスペース

butterfly

①子育て相談会や親子向けのワークショップを含む、ママこ
ども食堂の開催。
②コミュニティスペースバタフライのレンタルスペース運営
③企業との協同事業として、ママ向け・親子向けのイベント
開催

通年(前期からの継
続事業)

コミュニティスペー
ス・バタフライ
ほか、石巻市内の
会場

3

・石巻地域の子育て中の母
親、父親
・新しいチャレンジをしたい地
域の女性
・石巻地域で子ども食堂を開
催している団体
・コミュニティ作りの場所を探
している女性

3,103

7 Amanecer アクセサリーを取り扱うECサイトの運営 通年(前期からの継続事業)
石巻市内
（販促地域は全国）

3
石巻市及びその周辺の市町
村在住の乳幼児を持つ母親

8 おうちしごと
手仕事（制作）を依頼したい企業と共同で、ママたちへ内職
を提供していている

通年 石巻市 1
・石巻市及びその周辺の市
町村在住の女性

1,979

１　事業の成果

特定非営利活動法人石巻復興支援ネットワーク第9期事業報告書

2019年4月1日から2020年3月31日まで

女性の
活躍推
進

8,127

2019年度（第9期）事業について

　第9期は、管理部門を除き、13の事業を実施しました。事業は3本の柱で構成しています。一つ目の柱である「女性の活躍推進」では、宮城県からの補助金により、「育児中の母親と地域社会の絆をつなぐインキュベーショ
ンとインターンシップ事業」を実施しました。石巻圏域の仕事を再開したい女性と震災後立ち上がった女性の活動のサポートを通して、「女性のチカラ」を地域づくりに活かすことを目的とし、女性活躍支援プログラム「green(グ
リーン)」を開講。インターンシップ事業では8名の受講者が3回のワークショップと地元企業、地域で活動する団体での職業体験を通して、自身の働き方を見つめ直し、4名の受講者が就労に繋がりました。インキュベーション
事業では４つのセミナーと創業相談窓口を開設し、創業者の支援を行いました
　宮城県子育て女性就職支援拠点事業では、家庭の女性が子育てしながらでも働いたり、自己実現を図れることで多様性のある地域社会づくりや子育てしやすい地域の実現を目指し、地域の子育て女性を対象とした、性
別役割分担解消イベント、就労支援セミナー、就職説明会を開催し、のべ218名が参加しました。女性の就労に関する個別相談も前年度から継続して実施し、35件の相談を受け、地域の子育て女性の就労の後押しを行いま
した。
　今年度から新たに始まった、JJCC助成プログラム「ストレスを抱える女性の自己回復力向上のための人材育成事業」では、女性の能力がさらに活かされる地域社会につなげることを目指し、医薬品会社ジョンソン・エンド・
ジョンソンの助成を受け、ストレス対処の手法を提供できる人材を育成するためのスクールを開講。コーチング・メンタルヘルス・レジリエンス分野の3本立てで講座を開設し、2019年度は、コーチング分野において宮城県仙
台市に拠点を構えるコーチング研修会社ドリームフィールドのコーチング資格取得を目指し、石巻地域で8名の資格者を養成しました。”メンタルヘルス””レジリエンス”分野においては、今年度は基礎知識などを学ぶ入門講
座を開催し、2020年度には有資格者として認定講師養成講座の実施を予定しています。
　二つ目の柱である「子育て支援」では、コミュニティスペースバタフライにて、子育て相談会や親子向けのワークショップを含む、「やっぺす！ママこども食堂」の開催を中心に、企業との協働事業として、ママ向け・親子向け
のイベントを開催しました。やっぺす！ママ子ども食堂は、開催総回数：38回、総参加人数は　250組、610名（大人：260名/子ども：350名）にのぼりました。また、地域のこども食堂を運営する団体や行政、社協、協力企業と
ネットワークを構築し、「石巻圏域こども食堂連絡会議」を立ち上げました。互いに地域での活動の課題の共有や連携を強化し、8月には「石巻圏域地域こども食堂フォーラム２０１９」を開催（石巻市水産総合振興センター）、
参加団体：12団体　来場者数：52名となり、地域にこども食堂の輪を広げることができました。次年度以降も事務局を持ち回りで運営し、継続展開につなげます。

三つ目の柱である「復興支援」では、復興公営住宅コミュニティ形成支援事業として、コミュニティ形成と住民の生きがい創出、自信の回復の為に、復興公営住宅の集会場・当団体ホールにて、サロン活動
やイベント、バス遠足を開催しました。年間33回のサロン活動・イベントを仮設住宅や復興公営住宅の集会所にて開催。のべ555名の参加があり、閉じこもりがちな復興公営住宅の暮らしの中で外出の機会
をつくり、住民の孤立化を防ぐことで、既に復興公営住宅でも起こっている孤独死の防止に繋げることができました。
また、毎年海の日の恒例である「サン・ファン石恋まつり」を今年は市民有志らが実行委員長、実行委員会を務め実施、参加者は2,500名を超え、市民に愛されるイベントとして益々の盛り上がりを見せてい
ます。
復興コーディネート事業では、今年度も約700名の社会人・学生らのボランティア活動や視察を受け入れ、グッズ販売では、無事かえるシリーズ「やっぺすオリジナルボトル」を制作し、新賛助会員制度の会
員様へお渡ししています。
　なお、今年も3月6日に活動報告会を実施、新型コロナウイルスの感染対策の為、東京会場と石巻会場をオンラインでつなぎ、都内近郊39名のステークホルダーらに対して1年の活動報告を実施し、今後
の事業展開につなげました。

２　事業に関する事項

内職
コー
ディ
ネート

事業名



事業内容
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

従事者
の人数

受益対象者
の範囲及び人数

事業費
（千円）

２　事業に関する事項

事業名

9 石巻に恋しちゃった♡事業
・市民参画型イベント「サン・ファン・石恋まつり」
・「防災やっぺす！:ワークショップの開催
・新聞定期掲載とマッチングによる達人の応援

通年(前期からの継続事業)

①宮城県慶長使節
船ミュージアム内
サン・ファンパーク

②
1)登米市南方
2)栗原市若柳
3)富山県南陽市

2

達人：石巻・東松島・女川に
住まう人・お勤めの人・出身
者
参加者：
・講師をさがしている石巻圏
域及びその周辺の公民館・
企業・団体・個人など
・石巻に恋しちゃっている物
販・癒し・ワークショップなど
の提供者・地元学生・地域企
業・協力企業など
・地域の防災意識を高めたい
団体・企業など

729

10 創業支援連携事業
石巻市内の事業者に対し、セミナーや相談対応等の創業
支援と創業支援に特化した、webサービスの開発と運用を
行う。

2019年7月～2020年8月石巻市内 1
宮城県内にて事業を営む事
業者や経営者
又、創業希望者、既創業者ら

736

被災者
のコミュ
ニティ
形成支
援

11 やっぺす隊がやってくる！

復興公営住宅の集会所・当団体のホールにて、住民のニー
ズに合ったサロン活動やイベントを開催する。
サロンの講師は地域住民または復興住宅、自宅再建の
方々にお願いすることにより、出番と居場所を作る

通年(前期からの継
続事業)
(期間は2019年5月
～2020年3月）

石巻市内女川町内
や宮城県内の復興
住宅の集会所など

1 石巻市。女川町、東松島市にお住いの市民4,557

12 石巻復興コーディネート事業
被災地での支援活動を希望する個人、企業、NPOに対し視
察、ボランティア、研修などのプログラムを企画し、提供す
る。

通年(前期からの継
続事業)

石巻市及びその周
辺地域

5
被災地での人材研修、ボラン
ティア作業および視察を希望
する個人、企業、NPOなど

6,875

13 グッズ販売 無事かえるシリーズの商品監修、販促 通年(前期からの継続事業)全国 3
全国の防災意識を認識して
いるコミュニティ層

44

14 管理部門および共通
適切な事務局業務と、その仕組み作りを行うことで、活動の成果
を最大限に高める。

通年 事務所 4

復興の
担い手
育成

復興の
担い手
育成



石巻復興支援ネットワーク
第9期（2019年4月～2020

定款第
5条に
おける

事業
の柱

事業名
収益/
非収
益

事業の目的 事業内容 事業概要
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

事業マ
ネージャー
およびス

従事
者

の人

受益対象者
の範囲及び人数

活動資金 今期の事業の成果（アウトプット） 今期の事業の成果（アウトカム） 今後の課題 第9期以降の展開イメージ、課題

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

1
JWLI　Bootcamp

ISHINOMAKI
非収益

不確実な社会を先取りする女性
リーダーを生み出す。参加者の
実現したい夢へ向かうためのア
クションプランに落とし込む
フェーズをサポート。

全国からの応募より8名を厳選し、講師に山川
恭弘氏、柴沼俊一氏、そしてスピーカーに石本
めぐみ氏をを迎え、各日でセッションを行い、最
終日にはベンチャーカフェ東京で発表を行う権
利を獲得をかけたプレゼンを行う

「Boot camp」は、2006年の設立より米国ボストン
と日本にて女性リーダー育成研修を運営する
JWLIが、プログラムのコアである４週間のボスト
ン研修を3日間の合宿型研修「Boot camp」に凝縮
し、日本語で提供するプログラムで、JWLIのスピ
リットであるWe can make a difference! を体感でき
る3日間となります。2019年6月よりスタートし、当
団体が共催させて頂いた石巻の回では、全国か
ら公募し、その中で選ばれた8名が受講しました。
早いスピードで変化する不確実な社会を先取り
し、地域の声を代表する政策提言者として、より
良い未来社会を創造するリーダーを東北の石巻
から生み出します。

2019年6月14～16
日

石巻市内のやっぺすホール兼子佳恵 1 全国から参加者を公募(応募数非公開)
当事業への参加者：8人 JWLIより負担

・主催である「JWLI」の共催団体として女性のエンパワーメント事業
に従事した。
・参加者全員がビジョンをアクションプランに落とし込むことを達成
できた。
・参加者：8名
・修了者：8名

・参加者がBoot camp以降においても、JWLIが作ったエコシステム(JWLI、CCJA、
Boot campの参加者たちによる、社会的変革の支援、促進、そしてその認知度向上
を目的としたコミュニティ)のメンバーになり、日本のみならず、海外とセクターの壁を
越えたつながれるようになった。

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

2
育児中の母親と地域社会
の絆をつなぐインターンシッ
プ事業

非収益
地域で発揮されていない「女性の力」
を、復興まちづくりと地域活性化に活
かす。

石巻市及びその周辺の市町村に住む女性に対し、
NPO等での活動体験を通し、地域課題解決へ向けた
アイディアを企画する体験型連続プログラム

女性の自立と社会参画を推し進め、復興まちづ
くりに「女性のチカラ」を活かし、石巻をより魅力
的な町にすることを目指し、NPO等での活動体
験から地域にある課題を解決するための企画
を考え発表する体験型の連続プログラム
「green」を企画・実施しました。本プログラムを5
名が修了。全11回講座中、くらしの中の困りご
とから地域課題を集めそれらを解決する方法を
考え調査し、NPO等での活動体験をとして解決
のためのアイディアを磨き、受講生それぞれに
おいて実践するまでに至りました。

平成31年5月11日か
ら令和２年3月31日ま
で

石巻市内
須田志保
亀谷留美
小野七菜

3
石巻市及び周辺の市町村在住の子育て中の
女性と震災後起業または活動をはじめた女
性

宮城県からの補助金

■インターンシップ事業
・参加者：8名が修了
・インターンシップで女性を受入するNPOや社会的企業：５団体,１企
業
・インターンシップ先への就業：4名
・事業報告書の作成：500冊
・母親たちが育児中及び離職中の期間に、就労セミナーや職業体
験をとおし社会との接点を得られることで自己信頼の回復と自己肯
定感の回復につながった。
・中長期間の職業体験をすることで、より実態に近いかたちで仕事
再開後の生活に対しイメージしていただくことができたことは、仕事
再開へ向けた不安を軽減できたといえる。
・インターンシップは仕事体験のみならず、子どもの体調不良によ
る欠席など想定しうる事態を含めて経験していただくことで、どんな
ことが大変なのか明確になり家族の理解や協力の必要性を実感し
体制を整える契機になったといえる。
・女性が働いたり地域で活動するために欠かすことのできない家族
の理解を得るため、女性自らが働きかけ夫婦・家族で話合うなど女
性たちの主体的な行動変容がみられた。
・中長期の職業体験により、業務習得のみならず事業所やその業
種に対する理解を深め、事業所職員とのコミュニケション構築はよ
り強い就労意欲につながったといえる。
・プログラムに参加したがインターンまでは進まなかった方でも、今
後のことについて夫婦で話し合い、ご自身の気持ちを整理すること
で将来に対し前向きになれた。
・子育て中の母親たちが、同様の環境にある母親とともに学ぶ活動

・本事業において、インターン先への就職が決定または内定している。（４名）。
・母親たち（8名程度）が育児および休職中の期間にスキルアップを図ることができ、社会との接
点を得られ仕事再開へさらに意欲を高めた。
・インターンシップの受入を通じて、地域課題に取り組むNPOの活動や地元企業に地域の女性・
母親の視点を取り入れるとともに、女性が働きやすい職場環境改善への契機となった。
・インターンシップやその後の雇用の実現により、被災地でまちづくりを行うNPOや人材不足とさ
れる福祉業種におけるの人手不足解消につながった。
・地域で女性が学びつながり活動できる場をつくることで、女性活躍を推進する地域づくりの実現
に繋がった。

女性視点を取り入れた地域社会づくりに
は、女性が活躍できる機会と場が必要だ
ということがわかった。地域の重要な人
材資源として女性の活躍の場を広げられ
るよう、継続的な母親インターンシップの
受入れに関心のある地域のNPO等との
協力を得るとともに、人材不足とされる業
種とのマッチングを図りながらインターン
シップの期間拡大と個別のスキルに合わ
せた支援を拡充しながら事業を継続して
いきたい。

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

3

ストレスを抱える女
性の自己回復能力
向上のための人材
育成事業

非収益

石巻地域の女性がストレスと向き合
い、自らを回復させる力をつけ、女性
の能力がさらに活かされる地域社会
づくりの実現を目指す。

石巻市及びその周辺の市町村に住む女性。または女
性のためのパーソナル認定コーチ養成講座やメンタル
ヘルス、レジリエンス入門講座を行う。

「ストレスを抱える女性の自己回復力向上のた
めの人材育成事業」は、女性の能力がさらに活
かされる地域社会につなげることを目指し、医
薬品会社ジョンソン・エンド・ジョンソンの助成を
受け、ストレス対処の手法を提供できる人材を
育成するためのスクールを開講。
コーチング・メンタルヘルス・レジリエンス分野
の3本立てで講座を開設し、2019年度は、コー
チング分野において宮城県仙台市に拠点を構
えるコーチング研修会社ドリームフィールドの
資格取得を目指し、指導者育成のための研修
をおこないました。
”メンタルヘルス””レジリエンス”分野において
は、今年度は基礎知識などを学ぶ入門講座を
開催し、2020年度には有資格者として認定講
師養成講座の実施を予定しています。

通年(前期からの継続
事業)
(開講期間は2019年4
月～2020年3月）

石巻市内の会場 戸田美穂、
亀谷留美

3
地域で女性の癒し・ヘルスケアを主に活動し
ている女性や子育てサークルを主宰する女
性

ジョンソン・エンド・ジョンソン日本法人グ
ループからの寄付金、自己資金

■ドリームフィールド認定コーチ養成講座
・８名のところ申込み22名から面談選考の後、8名が受講。
・全１５講座を修了（各回の欠席者は補講にて受講済み）
■メンタルヘルス入門講座
定員15名のところ申込み多数のため増員し、17名が受講。
■レジリエンス入門講座
定員15名のところ申込み多数のため増員し、コロナウイルス感染
拡大防止措置により当日は14名が受講。

・アンケート結果より：プログラム全体で％の受講生が「満足/ほぼ満足」と回答し、講座内容を
「良く理解できた/理解できた」と回答した方も％上回った。
・参加した女性たちが心身のストレスに気づくことができ、自らをケアすることができるようになっ
たことで、表情が一段と明るくなり、“心の安定”や“折れないつよさ”が生まれ、日常生活がより
前向きになった。
・講師養成講座では、地域内では学ぶことのできなかった資格取得講座を受講できたことで、
日々の生活に負担をかけず受講することができ、受講生8名全員が全１5回講座を修了すること
ができました。
・受講生同志が日々の変化を共有するなどし、横のつながりも生まれた。
・スクールについて、石巻かほく新聞など多数の新聞、地域情報誌などでも紹介された。

講師たちのネットワーク会合を通じて、地
域のストレス傾向を分析、翌年度以降の
事業計画に反映させることで、事業成果
のさらなる拡大へとつなげる。

・ストレスケア、心身の回復手法における２つの手法
(メンタルヘルスケアアドバイザー、レジリエンス)に
ついて、指導者育成のための養成講座研修をおこ
なう。
・女性のためのパーソナルコーチング法について有
資格者より講座実施をおこなう。

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

4
子育て女性就職支
援拠点育成事業

非収益

石巻地域の女性の自立へ向けた女
性の就職および地域社会での活躍を
促進することで、多様性のある地域
社会づくりや子育てしやすい地域づく
りに寄与する。

石巻市及びその周辺の市町村に住む女性に対し、就
労相談や就労支援講座、合同就職説明会を行う。

本事業は、家庭の女性が子育てしながらでも働
いたり、自己実現を図れることで多様性のある
地域社会づくりや子育てしやすい地域の実現を
目指し、宮城県子育て女性就職支援補助金を
受けて実施する事業です。
①自立を促進し、勤労意欲を高める。②自分に
合う仕事について考える。③実際に仕事を探
す。④仕事を長く続ける。の４つの段階で包括
的な支援を行いました。
➀については、ワーキングバランスなどライフ
プランニングに関するセミナー。②については、
適職診断を目的とした自己分析に関するワーク
ショップ。③については、就労に意欲的な子育
て中の母親と、彼女達の雇用に前向きな企業
とのマッチング説明会と合わせて、就職活動に
すぐ役立つマナーや履歴書作成などビジネス
スキルに関するセミナーを実施。④について
は、女性の雇用について理解を深めるための
企業を対象としたセミナーを実施しました。
また、１,2年目同様に、当地域に根深く存在す
る、性別役割意識からくる偏見や子育て女性の
現状や課題について考えるきっかけを提供す

平成31年4月1日から
令和２年2月28日まで

石巻市内
小野七菜
遠藤仁美
須田志保

3 石巻市及び周辺の市町村在住の子育て中の
女性

宮城県からの補助金

■女性の社会参画促進事業
・個別相談利用者のべ35件≪14人、匿名6件≫
・性別役割分業偏見解消イベント≪52名≫

■就職支援事業
・令和元年度企業支援セミナー≪４社　８名≫
・合同就職説明会（相談会）≪43名≫
・子育て中の女性が悩みや思いを共有する座談会　≪26名≫
・就労中、就職活動中の保育・託児サービスの提供　≪５２名≫
・子育て中の女性を対象とした就職、就労のためのお役立ち情報
の提供
・就労支援セミナー
　わたしらしい働き方を見つけよう講座≪３名≫
　働きたい女性のためのおかねのはなし講座≪１９名≫
　働きたい女性のためのビジネスマナー講座≪８名≫
　働きたい女性のための気軽に始める時短家事講座≪７名≫
・相談開設のリーフレット発行

■支援人材の育成・ネットワーク構築事業
・事業に関連する研修への参加　子育て支援員研修など

・個別相談を受けることで、当地域の女性たちの就労を阻む要因について、その傾向を知ること
ができた。また、それら課題に対して解決策を提案することができた。
・当事業内で開催した企業向けセミナーでは、参加企業周知に苦戦し中止の判断をした。セミ
ナー内容や周知の方法、外部との協力体制の強化など新たな課題が見えた。
・就労支援セミナーを開催したことで、働きたいと考える女性の意欲向上につながったと同時に、
現在の働き方や復職に悩んでいた女性の後押しができた。
・各セミナーでのアンケートから、就労に向けてどのような情報提供や機会を必要としているのか
ニーズを把握することができた。

企業を対象にしたセミナーへの申込がな
く中止したことから、企業にとってメリット
のあるテーマや時間などを考慮しｲﾍﾞﾝﾄ
を打っていく。
宮城労働局・地方振興事務所等関との
連携強化

・子育て中の女性または子育て中の夫婦や家族を
対象にした個別相談業務。
・子育て中の女性向けの座談会およびセミナー（勤
労意欲向上を目的としたセミナー）開催。
・ 子育て中の女性を対象とした就職、就労のお役立
ち情報の提供。
・ 就労中、就職活動中の保育・託児サービスの提供
等。
同時に、次年度以降の事業自立化に向け、地元企
業や公的な事業等との連携を一層強化していく

2020年度以降も相談は継続して開設し、事業自立
化に向け企業や公的な事業等との連携を一層強化
していく。

（７）本
条各号
に定め
る事業
に係る
施設等
の管理
運営に
関する
事業

5

コミュニティスペー
ス

butterfly
非収益

地域の母親たちが気軽に集い,悩み
を共有できる
コミュニティスペースを運営すること
で、子育て中の母親たちの孤立、不
安を防ぐとともに積極的に活動する
母親たちのチャレンジを応援し、子育
てしやすいまちづくりを進める。

①子育て相談会や親子向けのワークショップを含む、
ママこども食堂の開催。
②コミュニティスペースバタフライのレンタルスペース
運営
③企業との協同事業として、ママ向け・親子向けのイ
ベント開催

石巻地域は、震災以降、少子化や貧困問題
等、多くの課題が顕在化しており、同時に仮設
住宅、復興住宅、家族の転勤などでコミュニティ
が分断し、孤立しがちで育児にストレスを抱え
ており母親が多く、それが育児放棄や虐待など
に至る危険性をはらんでいる。
母親たちが気軽に相談できる機会や、安心して
遊べる空間、コミュニティづくりの場の提供。食
事提供による家事の負担の低減や学び・趣味
の場の提供することにより、子育て中の母親の
孤立を防ぎ、育児・家事ストレスの解消へと繋
がる。また、参加者からの声を生で聞くことがで
きる機会でもあるため、隠れている課題をあぶ

通年(前期からの継続
事業)

コミュニティス
ペース・バタフラ
イ
ほか、石巻市内
の会場

高橋亜樹
近藤槙耶
柏原としこ

3

・石巻地域の子育て中の母親、父親
・新しいチャレンジをしたい地域の女性
・石巻地域で子ども食堂を開催している団体
・コミュニティ作りの場所を探している女性

・2018年度ドコモ市民活動団体助成事
業
・2019年度赤い羽根チャリティホワイト
プロジェクト
・公益社団法人 Civic Forceとパート
ナー事業

■やっぺすママ子ども食堂開催総回数：38回
　≪総参加組数　250組≫
　≪総参加人数　610名　（大人：260名/子ども：350名）≫
　
　うち、子育て相談会同時開催：12回
　≪参加組数：親子85組≫
　
　うち、こども食堂と組み合わせたワークショップの開催：全14回
　内訳
　夏休みの宿題を終わらせよう：2回
　LetsEnglish　　　　　　　　　　　：2回
　リトミック　　　　　　　　　　　　　：3回
　ポーセラーツ、BBQ、高校生と遊ぼう、ホットケーキを作ろう

・こそだて相談会を開催することにより、育児の相談がなかなか出来ないお母さん達が、こそだ
て相談会の講師に気軽に悩みや心配事を話し、状況によっては専門的なアドバイスを受ける事
によって、不安やストレスを解消、軽減出来る傾向にあった。
・ママや子どもたちがモノづくりや身体を動かすワークショップを同時開催し、学びや趣味の時間
を提供することができた。
・こそだて相談会♡ママ子ども食堂、親子向けイベントに参加していただいた事でコミュニティ作り
が活性化される傾向にあった。
・ボランティアスタッフや、研修でいらしていた学校の先生（夏休みの宿題を終わらせよう）や、職
業体験の高校生（高校生と遊ぼう)たちが開催に関わることで、多世代交流に繋がった。
・子ども食堂では、地域の方のご寄贈品を戴き、新鮮で美味しい野菜をご提供出来た事で、子ど
もの食育、健康に繋がった。
・遊び場が少ない地域現状において、親子で安心して全身を使って伸び伸びと遊べる環境を提
供出来た。

・コミュニティスペースバタフライの運営
計画の策定
・イベント開催の財源の確保
・集客、広報の方法について改善点を検
討、実施
・行政や他団体、企業との連携の強化
・コミュニティスペースバタフライを使用し
て頂ける方の繋がりを強化

・今後もこども食堂や子育て相談会の開催を通し
て、ボランティアスタッフや地域住民のつながりを深
めながら、食育の推進や安心・安全な場の提供、子
育て中の保護者のサポートに努めていく。
・ママ子どもに関するイベントや講座の実施回数の
増加を検討
・コミュニティスペースバタフライとしての利用方法の
周知、発信、やっぺすホール利用会員を増やす。

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

6 Amanecer 収益
小さい子どもをもち、引きこもりになり
がちな母親たちの社会参画の機会を
創出する。

アクセサリーを取り扱うECサイトの運営

震災後、生活を再建し始めた小さな子どもを持
つ母親たちには、育児によるストレス等が更に
加わることにより、幼児虐待や育児ノイローゼ
に陥る可能性が懸念されています。このような
問題の解決の為に、母親たちの子どもが居な
がらにして収入を得る機会や閉じこもった生活
から一歩外へ出られるような場を提供すること
が必要だと考え、当事業をスタートしました。被
災した母親たちが製作するアクセサリーブラン
ドを自団体で運営し、より一層の効率化を図る
為、運営サイトの変更、アクセサリーデザインを
自分たちで行っております。

通年(前期からの継続事業)
石巻市内
（販促地域は全
国）

兼子佳恵
松坂久子 3 石巻市及びその周辺の市町村在住の乳幼児

を持つ母親
自己資金

・経常売上利益：
・制作者雇用数：2名 ・支払い内職賃

・外的要因、内的要因に左右される現状
を打破し、収益事業としての機能を果た
せる様尽力したい。
・製作者とアイデアや意見を出し合える
機会をつくり、新作デザインへ反映した
い。

・来期も継続はするが、震災風化やコラボレーション
先（plage）との継続コラボレーションが困難となり売
上が著しく低下しているため、針を売上ベースから
ストーリーベースとする。
具体的には、製作者や製作地な、商品ストーリーを
前面に押し出し商品開発や生産は商品開発/年2商
品、新商品リリース時生産数/2〜3ヶと減少させ人
件費や資材費をカットする。

女性
の

活躍
推進
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定款第
5条に
おける

事業
の柱

事業名
収益/
非収
益

事業の目的 事業内容 事業概要
事業実施
日時・期間

事業実施
場所

事業マ
ネージャー
およびス

従事
者

の人

受益対象者
の範囲及び人数

活動資金 今期の事業の成果（アウトプット） 今期の事業の成果（アウトカム） 今後の課題 第9期以降の展開イメージ、課題

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

7 おうちしごと 収益
外で働けないママたちが収入を得る
機会を作るための事業

手仕事（制作）を依頼したい企業と共同で、ママたちへ
内職を提供していている

小さな子どもが居る母親は自分のペースで働
ける場所がなく、外にもなかなか出られないの
が現状です。彼女たちのどんどん閉じこもって
いく状況を改善し、また生活再建のための収入
を得る機会を作るために当事業をスタートしま
した。当事業は復興支援を希望する東京、大阪
などの企業と共同で、子育て中の女性向けの
手仕事を中心とした内職を提供しています。
2019年度は（株）イストワール、（一社）
rennsa(アズボヌール）、ソンリサから前年度よ
り引き続き委託を受け、手仕事を通して社会と
関わるきっかけも提供しています。

通年 石巻市 松坂久子 1 ・石巻市及びその周辺の市町村在住の女性
（株）イストワール、（一社）rennsa、ソン
リサからの制作費、管理費

・（株）イストワール
　アクセサリー製品検品、台紙、値札つけ　19,455個
　

・（一社）rennsa　アズボヌールレザーアクセサリー
　リング　76個
　キーホルダー類　　22個
　ピアス　171組
　ブレスレット　85個

・ソンリサ　アクセサリー制作
　ネックレス　223個
　
　
　

・延べ13名へ内職を依頼
・支払い内職賃　￥517,500（2019年5月～2020年4月まで）

・内職希望者が増えているが、提供でき
る内職がない。
・技術面での個人差があり制作者が偏り
がちになる。

・ワークショップの定期開催をし、技術面
のフォローをする。

・イストワール　値札下げ、アクセサリー制作
・アズボヌール　レザーアクセサリー制作
・ソンリサ　アクセサリー制作
・おうちしごとを紹介しているHP「Vientoヴィエント」リ
ニューアル実施

（９）そ
の他、
石巻市
内及び
その周
辺の復
興およ
びまち
づくり
に関す
る事業

8

復興まちづくりにお
ける男女の意識調
査事業

非収益

人口流出が著しい被災地石巻におい
て、子育て世代が暮らしやすいまち
づくりを行う為には、男性の理解やサ
ポートが欠かせない。そこで、女性男
性の双方から意見を抽出、実態調査
の結果から、男性に対して効果的な
アプローチを行う為の事業を計画す
る。

石巻地域の子育て世代の女性、男性の実態調査、意
識調査をアンケート、男女のホンネトークカフェを開催
し、調査する。そこから抽出したニーズをもとに、男女
共同参画社会形成における専門家と男性向け事業の
立案、講座の企画をおこない実施する。

人口流出が著しい被災地石巻において、子育
て世代が暮らしやすいまちづくりを行う為には、
男性の理解やサポートが欠かせません。そこ
で、石巻地域の子育て世代の女性男性を対象
に、アンケート調査と本音で語り合うホンネトー
クカフェを開催。石巻地域に住む子育て世代の
男女双方から意見を抽出、男女共同参画社会
形成における専門家を招き、男性に対して効果
的なアプローチを行う為の事業計画の立案、子
育て世代の家族向け講座を企画し、実施。本
事業の調査結果を中央大学広岡ゼミと協働し、
報告書にまとめました。

平成31年4月1日から
令和2年1月31日まで

石巻市、東松島
市、女川町

遠藤仁美 1 石巻市及び周辺の市町村在住の子育て世代
の男女

日本NPOセンター　東日本大震災現地
NPO応援基金「しんきんの絆」復興応援
プロジェクトフォローアップ助成

・女性用アンケートを125名の方へ配布、うち113名回答。
・男性用アンケートを117名の方へ配布、インターネット回答併せて
119名回答。
・女のホンネトークカフェを開催、子育て中の母親10名から、日々の
家事育児における不満や本音、パートナーに求めることを抽出でき
た。
・パパ限定の家族力アップ講座を開催、子育て中の父親8名から、
日々の家事育児における不満や本音、パートナーに求めることを
抽出できた。
・子育て世代向けの講座を開催、男性４名、女性１７名、子ども１７
名
・調査結果を中央大学広岡ゼミと協働し、報告書にまとめた。
石巻地域で子育て世代の女性、男性への実態調査・意識調査を男
女別々に行ったが、調査をしてみると私たちが想像するよりもずっ
と男女ともに協力しながら家事・育児に取り組んでいる実情が浮か
び上がってきた。しかし、互いの認識の違いがあり相手に対しての
評価は低いことがわかる。認識の違いをどう解消するか課題が顕
在化したことは大きな成果である。

・アンケート調査の実施により、石巻地域の子育て世代男女に家事・育児、男女共同参画につい
て考える機会、意識づけができた。
・調査結果をもとに専門家と企画した講座では、「非常に有効な講座だった。」「もっと詳しい話も
聞いてみたい」
「ぜひ次回もあればまた参加したい」など、継続しての開催を望む声も多かったことから、地域
ニーズに対して有効な講座を開催できた。
・本音で家族や育児、家事の話をする機会を設けることで、参加者自身が課題に気付き、整理を
することができた。

・女性視点を取り入れた地域社会のつく
りには、女性が活躍できる機会と場が必
要だということがわかった。地域の重要
なリソースとして女性活動の場を広げら
れるよう、継続的な母親インターンシップ
の受入れに関心のある地域のNPO等の
協力を得ながらインターンシップの期間
拡大と個別のスキルに合わせた支援を
拡充しながら事業を継続していきたい。

今後も継続して、男性中心の組織風土や男女の役
割分担意識を解消できるような講座等のアプローチ
や事業を継続して実施していくことが重要であると
考える。今後も開催の重要性は高いが、資金確保
等の自立開催する仕組みを整えることが課題とな
る。

（１）石
巻市民
に対す
る活動
の機会
及び情
報提供
関事業

9
石巻に恋しちゃった

♡事業
収益

石巻地域には、趣味・特技を持つ市
民の活躍の場が少なく、彼らの能力
やアイデアが十分に活かされていな
い。他方、地域で講師を探す声は多
いが、講師と出会う仕組みがない。ま
た、事業や商品開発において、市民
の多様なアイデアが十分に活かされ
ていない。それらを解決する為、講師
を探す人達と地元の講師候補、アイ
デアを求める人達と市民のアイデア
とがマッチングする場をつくり、市民
が主体的に関わる復興まちづくりに
繋げる。

①市民参画型イベント「サン・ファン・石恋まつり」
②「防災やっぺす！:ワークショップの開催
③新聞定期掲載とマッチングによる達人の応援

2013年よりスタートした「石巻に恋しちゃった♡」
（通称:石恋）は、石巻・女川・東松島で趣味や
特技をもつ地元市民を発掘し、「石恋達人」とし
て講師になっていただき物作り講座やフィール
ドワークなどの体験プログラムを行う「まちづく
りプロジェクト」です。
2018年までに開催した全12回の石恋で発掘し
た達人総数は240名となりました。
この達人たちをはじめ、地域で趣味や特技を持
つ方たち、来場者たちとのコミュニティづくり、石
巻地域の魅力再発見を目的として2014年から
開催の「サン・ファン石恋まつり」は、本年度より
市民有志が率いる実行委員会をたちあげ開催
運営。より住民主体の地域振興を目指すイベン
トへと近づくことができました。当団はその事務
局として引き続き関わっております。
また、石恋プログラムから生まれた「防災やっ
ぺす！」では、東日本大震災の被災経験を活
かし、日ごろの備えから考える防災のワーク
ショップを開催しています。
そのほか、達人たちの活動の紹介として、地元
紙である「石巻日日新聞」にて月に一度「きっと
あなたも恋をする」コーナーでの記事を掲載、
ホームページやFacebookへの掲載をし、達人
の応援を継続しております。

①7月15日（月祝・海
の日）
②
1)6月25日　「南寿大
学」（登米市南方）
2)1月15日　若柳農協
女性部（栗原市若柳）
3)2月22・23日　「住ま
いLIVE FAIR2020」
（富山県）
③
１）新聞掲載　毎月第
3土曜日
２）HP・FBへの掲載
通年

①宮城県慶長使
節船ミュージアム
内　サン・ファン
パーク

②
1)登米市南方
2)栗原市若柳
3)富山県南陽市

柏原としこ
戸田香代子

2

達人：石巻・東松島・女川に住まう人・お勤め
の人・出身者
参加者：
・講師をさがしている石巻圏域及びその周辺
の公民館・企業・団体・個人など
・全世界の石恋ファン
・石巻に恋しちゃっている物販・癒し・ワーク
ショップなどの提供者・地元学生・地域企業・
協力企業など

・地域の防災意識を高めたい団体・企業など

自己資金
講師謝金

■サン・ファン石恋まつり
出店・ステージ発表：41件
協力企業：７社
来場者数：約2500名

■防災ワークショップの開催(年間4日・6回)
・南寿大学  　　　 ：受講生  ８名
・若柳農協女性部：受講生 32名
・ REAL&LIVEワークショップ(4回開催）：参加者50名

■SNS等での発信
・地元新聞に毎月1回定期的に達人紹介記事を掲載（年間12回）
・石恋HP「石恋達人図鑑」新規登録達人：3名
・やっぺすbiz「宮城県沿岸部ビジネス図鑑」新規登録達人：38名
・やっぺす及び石恋FB、HPにて達人の活動紹介：46回

・石恋まつり出店者同士で新たな繋がりができ、イベントを企画開催した。
・毎月定期的に新聞掲載される達人紹介の記事や、「石恋達人図鑑」の掲載により、その記事か
ら達人個人に講師依頼や問い合わせが入ることが増えてきている。
・講師依頼がきっかけで、公営住宅などでヨガ教室やつまみ細工の講座を開催する達人が増え
た。
・防災について興味を持つ人が増えた。

持続可能な運営体制の構築

サン・ファン石恋まつりについては、地元市民の有
志らによる「石恋まつり実行委員会」(実行委員長：
伏見不二雄氏)を中心に、地域振興を目指す委員メ
ンバーや、協力者を新規に募り、助成金だけに頼ら
ない、市民参画型のまちづくりイベントとして継続開
催する。
石恋まつり以外のものに関しては、助成金の申請は
せず、石恋に関わるみなさんと共に持続可能な運営
を目指す。
東日本大震災の被災経験を活かした防災ワーク
ショップを各地で開催し、それぞれの地域に合う防
災を考える人たちの増加を目指す。

 （３）石
巻市及
びその
周辺の
非営利
活動団
体、企
業、自
治体等
との
ネット
ワーク
形成に
関する
事業

10 創業支援連携事業

人口減少による市場圧迫などに左右
されない自立した形での地方経済圏
(創業土壌)の安定化と、産業シーン
の新陳代謝を活性化させたヒト・モノ・
コト・カネが循環する基盤を整備す
る。

石巻市内の事業者に対し、セミナーや相談対応等の
創業支援と創業支援に特化した、webサービスの開発
と運用を行う。

石巻市は震災以前より過疎化、少子高齢化問
題が深刻な地域であることから、人口減少によ
る市場圧迫などに左右されない自立した形で
の地方経済圏(創業土壌)の安定化と、産業
シーンの新陳代謝を活性化させたヒト・モノ・コ
ト・カネが循環する基盤を整備することが重要
であると考えられます。
そのため、本事業では、創業希望者や既存の
創業者らが時代の変化の速度に合わせて学び
続けられる土壌と、彼らが講師として後発の創
業者らに学びを提供し続けられる土壌の２つを
創出し、それらに加え、地域内外に対する最適
化された情報発信ができるプラットフォームをオ
ンライン上に構築します。また、潜在含む、創業
希望者、既創業者らが創業しやすい環境の創
出を目指すため、税理士やJBIA認定IM、コー
チングの資格を持ったアドバイザーらを起用し
た伴走型の創業相談事業を行っています。

2019年7月～2020年8月石巻市内 兼子佳恵 1 宮城県内にて事業を営む事業者や経営者
又、創業希望者、既創業者ら

宮城県からの委託金

・創業、経営等相談対応件数延べ26件
・創業支援WEBサイト「やっぺすBiz」オープン
・「やっぺすBiｚ」にてJWLIの監修を受けた、プレゼンテーションテン
プレートを一般向け無償公開
・「やっぺすBiz」図鑑ページ掲載事業者数(掲載準備含む)述べ80
件
・オリジナルセミナー開催1回
・オリジナルセミナー参加者19名

・創業支援WEBサービスの提供によって地域における多様な事業者らの横のつながりを作る
きっかけとなった。

・創業者らが学び続けられる土壌として
セミナー開催、交流の場の創出などの継
続実施
・ITリテラシーの低い事業者へのサポー
ト体制
・地域の事業者などに対して先輩企業家
としてノウハウ提供ができうる人材を開
発し、後発の事業者らにノウハウを提供
するといった、知恵の循環システムの構
築

・今後として、相談事業は必須であるとともに、昨年
のセミナー事業を複数回開催し、講師が自主開催で
きるようにサポートし、更に定期的に地域の事業者
が一挙に集う販売会のようなものを企画。
・地域の事業者同士の顔が見える機会・地域外から
その地の魅力的なプロダクトや情報を欲している方
と地域内の事業者がつながる機会の2つの側面から
企画を行い、他の地域のモデルとなりうるような機
会提供事業を、年1回ないし、定期開催を目標とす
る。

（４）石
巻市内
及びそ
の周辺
におけ
る障が
い者、
高齢

者、外
国人、
難病患
者、そ
の他の
マイノ
リティ

に対す
る支援
に関す
る事業

被災
者のコ
ミュニ
ティ形
成支
援

11
やっぺす隊がやっ
てくる！

 石巻市内数か所の復興公営住宅の
集会所にてコミュニティ形成と住民の
生きがい創出のためのサロン活動や
イベントの開催。

復興公営住宅の集会所・当団体のホールにて、住民
のニーズに合ったサロン活動やイベントを開催する。
サロンの講師は地域住民または復興住宅、自宅再建
の方々にお願いすることにより、出番と居場所を作る

石巻市・女川町の復興公営住宅集会所にて、
コミュニティ形成と住民の生きがい創出と自信
の回復の為に月6-7回程度サロン活動を行い
ました。地域住民の方と復興公営住宅の住民
の方の交流の機会になるようなイベントも開催
しました。自宅再建による孤独を軽減するため
に収穫祭や遠足を計画し、地域や復興住宅と
いう壁を外して交流する機会を持ちました。お
声がけすることで近況を聞かせていただく機会
を作り、参加を促しイベントの実施をしました。
また、外部からの支援ニーズと住民ニーズを
マッチングしたイベントの企画や運営、開催も
行いました。仙台市や名取市の復興住宅集会
所にて交流会を実施したことでお互いの意欲向
上につながりました。

通年(前期からの継続
事業)
(期間は2019年5月～
2020年3月）

石巻市内女川町
内
や宮城県内の復
興住宅の集会所
など

戸田香代子
近藤摩耶

1 石巻市。女川町、東松島市にお住いの市民 心の復興事業　被災者支援総合交付金事業

・バス遠足2回実施
・復興支援イベント33回実施参加人数延べ人数　555名
・受益者から講師へ6名

・アンケート結果より
　生きがいのある生活が送れるようになった81％
　心身の健康改善につながった81％
　他人との交流が増えた86％
　孤立・寂しさ・不安が軽減された89％

・参加人数を増やし、コミニティの強化。
・受益者から講師を増やす。
・講師となった方々の育成する。

・毎月の定期イベントにしていく。
・講師となった方々がチームとなってお互い助け合
い活動できるようMTGの実施をする。
・新たな復興住宅でのイベント開催をしていく。

復興
の担
い手
育成

女性
の

活躍
推進
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（８）そ
の他、
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復興に
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12
石巻復興コーディ

ネート事業
収益

被災地のニーズと被災地外の支援
ニーズとをマッチングすることで、震
災の風化を防ぐとともに、復興を加速
させ、地域の活性化へと繋げる。

被災地での支援活動を希望する個人、企業、NPOに対
し視察、ボランティア、研修などのプログラムを企画し、
提供する。

現地のニーズと組み合わせながら、企業・大
学・各団体の支援活動や社員研修、視察、スタ
ディツアーのコーディネートを行っています。
震災から9年が経過し、被災地のニーズは多岐
に渡っています。課題は多様化し見えにくくなっ
ていますが、復興公営住宅でのコミュニティ形
成支援、人口が減った地域での生業支援等、
まだまだ支援を必要としている方々のニーズ
を、市外・県外の方々の「人・物・資金・情報」で
繋ぎ、支えるとともに、震災の風化を防ぎ、いつ
どこで起きるともわからない災害に対して、参
加者の防災・減災意識を高める効果も期待して
います。
また「復興の過程」や「防災学習」、「女性の活
躍促進」等をテーマに、代表理事等による講演
活動やワークショップの実施にも力を入れてお
り、被災地の現状を伝えたり、復興まちづくりに
おける女性の役割やリーダーシップについて、
お話しています。

通年(前期からの継続
事業)

石巻市及びその
周辺地域

兼子佳恵
萱場祐子
戸田香代子
柏原としこ
髙橋洋祐

5
被災地での人材研修、ボランティア作業およ
び視察を希望する個人、企業、NPOなど

自己資金、企業その他からの委託費

■復興支援活動＆視察の実績
・積水ハウス（株）（5月～6月）（191名）
・大日本印刷（株）（7月26,27日）（36名）
・三越伊勢丹グループ労働組合（5月）≪39名≫,（10月～11月）≪
60名≫
・MDRT日本会（10月26日）≪170名≫
・富士通エフサス（9月～10月）≪121名≫
・篠山市東雲高校（5月25日）≪10名≫（11月2,3日）≪４名≫　　ほ
か
・MDRTプルデンシャル会（3月28日）（※新型コロナウイルスの影響
によりキャンセル）

■視察
・国際基督大学の学生と国連ユニタール広島（10月19日）≪約13名
≫
・国連ユニタール「津波防災に関する女性のリーダーシップ」研修
(11月1日）≪約31名≫

■講演
・「なりたい東北2030」(ゲストスピーカーにて登壇)(7月27日)
・令和元年度大河原町自主防災組織研修会〈男女共同参画・多様
な視点から防災実践講座〉(8月27日)
・第59回宮城県母親大会in石巻(助言者にて登壇)(9月8日)
・中央大学法学部 廣岡守穂ゼミ主催シンポジウム「女性が社会を
変えるとはどういうことか」
・JICA2019年度課題別研究「ノンフォーマル教育の推進」(12月5日)
・令和元年度「新しい東北」交流会(パネリストにて登壇)(2月14日)

■企業協働事業
・カゴメ株式会社（料理教室：1回）

・石巻圏域での企業研修やボランティア活動の受け皿として、またボランティアニーズを持つ石巻
圏のNPOや市民活動とマッチングできるハブとして実質的に機能している。
・復興住宅での清掃活動は、当団体ならではのコーディネートとして高い評価を得ている。
・三越伊勢丹グループ労働組合や大日本印刷㈱、プルデンシャル生命等のボランティアでは活
動にリピーターとして参加してくださる方がいる。また、その方たちが他の社員の方に参加を勧め
るという循環ができている。
・資料やファイルを整理し、マニュアル化・共有化を図ることで特定のスタッフ以外も視察案内や
当日の業務サポートができるようになった。
・復興住宅の住民も毎年楽しみにされ、住民とボランティアの心の通い合いができている。
・企業との連携により、食育に繋がるイベントを開催することができた。
・パン教室を受講した参加者が講師となり、公営住宅の集会所でパン教室を開催することができ
た。
・クレイアート講座を受けた受講生が、自分でクレイ講座を開催し、コミュニティづくりの機会を作
ることができた。

・ボランティアニーズのある団体や活動
のリサーチ。
・震災から月日が経ち、多様化する地域
ニーズのリサーチ
・業務の効率化
・収益事業として提供価値を高めるため
の企画のブラッシュアップ。
・震災から10年目となり、他地域でも
様々な災害が起きており、市外、県外ボ
ランティアのニーズも変化してきている。

・継続実施予定（積水ハウス、三越伊勢丹グループ
労働組合、DNP、富士通エフサス、ＭＤＲＴ日本会な
ど）
・コーディネート事業のブラッシュアップ。

（５）石
巻市内
におけ
る雇用
の創出
及び起
業 促
進等関
す事

13 グッズ販売 収益
被災の経験を生かした防災商品を販
促し、防災意識の向上と被災時の被
害軽減に尽力する。

無事かえるシリーズの商品監修、販促

無事かえるシリーズは、ナカジマコーポレーショ
ンの「かえるのピクルス」を防災商品化し、弊団
体はその監修を務めています。弊団体では本
商品を開発する段階で約100名の方々に被災
時に何が必要だったかをヒアリングしました。食
料、ライフライン面、衛生面、精神面、様々な意
見を頂きました。また、私たちも被災者です。当
時多くの死亡・行方不明者を出し、津波や倒壊
などはもちろん二次被災による死亡者も多発し
ました。それらを私たちはどう防ぐことが出来た
のか。私たちの経験も反映させながら考察しま
した。
例えば、現在販売している無事かえるフェイズ
バッグの中には様々な防災道具をあえて入れ
ずにご提供しております。皆様ご自身で「災害
が起きた時のために何を入れておこうか」を考
えて頂くことで、家庭という最小のコミュニティか
ら地域社会など中規模コミュニティまでにおい
て人と人とのつながる機会を創出し、それらを
定期的に行うことで、防災意識の向上が期待で
きます。

通年(前期からの継続事業)全国 兼子佳恵
松坂久子

3 全国の防災意識を認識しているコミュニティ
層

自己資金 ・売上：¥116,302

前年度と同様に、石巻市内はもちろん、ECサイト販売による県外購入者に加えて、外国の方に
もご購入いただくことができ、また、無事かえるシリーズが停滞する事無く販売できていることか
ら、継続的に地域から世界の範囲で、防災意識の向上とつながりの育成の一助となることができ
た。

現在庫の販促 新商品展開
既存サイトのアップデート（主に商品画像）

14
管理部門および共

通
非収益

適切な事業管理と、組織運
営を行うことで、活動の成
果を最大限に高める。
石巻の復興の現状や課
題、団体活動の進捗を報
告、発信することで、支援
の継続や新たな支援の獲
得に繋げるとどもに、震災
の風化を防止する。
組織体制の見直し（事務ス
タッフの雇用を含む）、ルー
ルや規約の整備、目標管
理など組織内部のマネジメ
ントを高め、事業推進力を
向上させるとともに、スタッ
フがより力を発揮し、成果
を生み出せる組織づくりを
行う。
また、組織の基盤強化を行
うことにより、自主財源率
の向上と自立的、自律的な
組織経営を目指す。

◆規定およびルールの策定
◆全体mtgの運営
◆理事会、総会の開催とその準備
◆所轄庁への報告
◆事業計画と事業報告の作成
◆総務　◆経理　◆人事
◆メルマガ（やっぺす通信）の発行（月1
回）
◆ブログやFB、Twitterでの情報発信
◆活動報告会＠東京
◆年次報告書（2017年度）の作成
◆各種取材、調査やアンケートへの対
応
◆助成機関や支援者、行政や関係各所
とのやりとり
◆寄付対応
◆NPO連絡会議への幹事団体としての
参加
◆組織基盤強化（東日本大震災現地
NPO応援基金）

通年 事務所

兼子佳恵
萱場祐子
戸田香代子
柏原としこ
髙橋洋祐

4
自己資金、
東日本大震災現地NPO応援
基金

◆スタッフ全体ｍｔｇの開催（月1回）。
◆収益事業の改善
◆3月8日、ジョンソン・エンド・ジョンソン本社ビル
内カフェテリアににて活動報告会の開催
◆決算書類、事業報告書を税務署および所轄庁
に遅滞なく提出した。
◆各種保険、賃貸に関する取引の更新。
◆日々の経理、総務、労務に関する業務を遂行
した。
◆メールマガジンの継続発行（月1回）
◆2018年度活動報告書発行
◆サポーター会員募集(153名：5月末現在)
◆ブログやFB、Twitterでの情報発信
◆各種取材、調査やアンケートへの対応
◆定款変更手続き
◆無料職業紹介事業所の継続
◆内閣府　令和元年度「女性のチャレンジ祥」女
性のチャレンジ支援賞、復興庁　令和元年度「新
しい東北」復興・創生顕彰受賞
◆給与制度の改定　◆個別面談　◆新スタッフの
採用など

◆朝メール、夕メールによるスケジュールの共有や、SNSのスタッフグ
ループでの情報のやりとりが定着し、スタッフ間のコミュニケーションが
活発化した。
◆これまでは、一部の事務局メンバーで事業計画を立てていたが、
2018年度からは、関係スタッフ内のmtgを経て、事業計画を立てるよう
になった。
◆これまでは、一部の事務局メンバーで事業や予算を管理し、助成金
等の申請書報告書を作成していたが、2018年度からは、各事業担当ス
タッフが自ら行えるようになった。
◆組織や事業の改善について、スタッフ全員で話し合うようになり、具
体的な成果も見られた（ゴミ箱や駐車場など）。
◆収益事業を見直す上で、復興コーディネート事業のブラッシュアップ
に取り組み始めた。
◆給与制度を改定し、スタッフ一人ひとりの能力や職歴、職責に応じ
て、個別に給与を設定することで、スタッフのモチベーションの向上に
つながった。
◆定款を変更し、無料職業紹介事業をスタート。就業を準備中の子育
て女性らに向け、求人中の事業所を紹介できるようになった。

◆収益事業の改善。
◆業務の更なる効率化。
◆各事業の事業進捗管理、
月一回の報告、使用したお金
の管理。

◆徹底した情報共有。
◆団体の財務状況の共有。
◆振り返りｍｔｇの定期開催。
◆個別面談（年1回）
◆報告書作成を念頭に置いて日常的
に業務を記録していく。
◆決算に向け小さなところから経費削
減していく。

その
他
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３　実施体制などに関する事項
（１）総会の開催状況
　　　①通常総会

・開催日時　　2019年5月31日[(金)17時～18時
・開催場所　　石巻復興支援ネットワーク事務所
・出席者等　　正会員総数10名出席（内、出席者2名、評決委任者5名、欠席3名　計10名）
・議事内容　　第8期事業報告に関する事項、第8期決算報告に関する事項、
　　　　　　　　　　　役員の選任について、議事録署名人の選任に関する事項　　　　　

（２）理事会および監査の開催状況
・2019年5月30日　内部監査
　内容：前年度の理事の業務遂行状況及び財産の状況の監査
・2019年5月31日　第1回理事会
　内容：第9期事業計画に関する事項等
・2019年5月31日　第2回理事会
　内容：代表理事などの互選に関する事項等

（３）会員に関する事項（2020年6月末現在）
・社員（正会員）数：10人（個人10人）

（４）役員に関する事項（2020年6月末現在）
・役員総数：5人（理事4人、監事1人）
・代表者：理事（代表理事）兼子佳恵

（５）職員に関する事項（2020年6月末現在）
・職員総数：11人（うち、理事兼任1人）

（６）情報発信体制に関する事項
・ホームページ
　団体公式ウェブサイト：http://yappesu.jp/

　Eyes for future公式ウェブサイト：http://eyesforfuture-yappesu.jimdo.com/

　石巻に恋しちゃった♡公式ウェブサイト：http://ishikoi.com/

　Amanecer公式ウェブサイト：http://amanecer.ocnk.net/

　おうち仕事公式ウェブサイト：http://iviento.jimdo.com/

   無事かえるリュック販売サイト ： http://bujikaeru.jimdo.com/


